
❶　手続が簡易

　申立てをするのに特別の法律知識は必要ありません。申

立用紙と，その記入方法を説明したものが簡易裁判所の窓

口に備え付けてありますので，それを利用して申立てをす

ることができます。終了までの手続も簡易なので，自分１

人ですることができます。

❷　円満な解決ができる

　双方が納得するまで話し合うことが基本なので，実情に

あった円満な解決ができます。

❸　費用が安い

　裁判所に納める手数料は，訴訟に比べて安くなっていま

す。例えば，10万円の貸金の返済を求める調停を申し立て

るための手数料は500円です。

❹　秘密が守られる

　調停は非公開の席で行いますので，他人に知られたくな

い場合にも安心して事情を話すことができます。

❺　早く解決できる

　調停では，ポイントをしぼった話合いをしますので，解

決までの時間は比較的短くてすみます。通常，調停が成立

するまでには2，3回の調停期日が開かれ，調停成立などで

解決した事件の約80％が3か月以内に終了しています。
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※この用紙は再生紙を使用しています。




